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12月の補正は
教育・福祉の調査報告
もくみ経営はユニックスへ
国見ヶ丘の景観整備
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補　正　予　算総　括　質　疑

鬼八の蔵（がまだせ市場）

ドアがあけられんが

想い出をありがとう

質
疑　

財
政
課
所
管
、
50
万

円
の
補
正
内
容
は
。

答
弁　

御
塩
井
駐
車
場
の
区

画
線
を
整
備
す
る
た
め
の
補

正
で
あ
る
。

　
現
在
の
区
画
線
は
幅
が
か

な
り
狭
く
、
車
の
大
型
化
に

対
応
で
き
な
い
状
態
で
、
接

触
事
故
の
原
因
に
な
っ
て
お

り
、
総
区
画
整
理
ラ
イ
ン
の

引
き
直
し
を
行
う
。

御塩井
駐車場の
整備

国見ヶ丘
の

悪い景観は

仙台市の
少年団を
招待

武道館
の

空調設備

鬼八の蔵
を

どうする

補
正
額
の
主
な
も
の
は

質
疑　

武
道
館
の
空
調
設
備

３
２
０
０
万
円
補
正
の
内
容

は
。

答
弁　

武
道
館
は
利
用
率
が

非
常
に
高
く
、
暖
房
設
備
の

故
障
に
よ
り
町
民
の
皆
様
に

迷
惑
を
か
け
て
お
り
、
緊
急

補
正
を
計
上
し
た
。

　
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
者
と
随

意
契
約
で
対
応
し
た
い
。

質
疑　

商
工
費
委
託
料
４
０

０
万
円
の
内
容
と
、
今
後
の

予
定
は
。

答
弁　

国
見
ヶ
丘
周
辺
は
立

木
に
よ
り
景
観
が
悪
く
、
高

千
穂
市
街
地
や
雲
海
を
見
る

こ
と
が
で
き
ず
、
観
光
客
に

迷
惑
を
か
け
て
い
る
。

　
森
林
組
合
に
伐
採
を
委
託

し
、
今
後
は
阿
蘇
方
向
の
伐

採
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、

地
権
者
と
の
用
地
交
渉
を
計

画
中
で
あ
る
。

　

平
成
24
年
第
４
回
の
定
例
会
は
12
月
３
日
に
開
会
し
、
補
正
予
算
議
案

５
件
・
条
例
改
正
議
案
２
件
・
そ
の
他
の
議
案
１
件
を
審
査
し
、
原
案
通

り
全
会
一
致
で
可
決
、
14
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

　

11
月
５
日
に
開
か
れ
た
第
１
回
臨
時
会
で
は
専
決
処
分
１
件
・
人
事
案

件
２
件
・
そ
の
他
の
議
案
１
件
を
審
査
し
、
原
案
通
り
可
決
、
承
認
し
ま
し
た
。

12
月
定
例
会

◎
民
生
費

　
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
費
、

厚
生
医
療
給
付
費
な
ど
で
す
。

◎
教
育
費

　
武
道
館
の
冷
暖
房
設
備
が

20
年
を
経
過
し
故
障
が
発
生

し
た
た
め
、
改
修
工
事
を
行

い
ま
す
。

◎
災
害
復
旧
費

　
農
地
19
ケ
所
、
用
水
、
農

道
で
35
ヶ
所
で
す
。

◎
商
工
費

　
国
見
ヶ
丘
周
辺
環
境
整
備

委
託
料
な
ど
で
す
。

　
補
正
額
は
１
億
２
５
４
９

万
４
０
０
０
円
で
、
内
訳
は

民
生
費
５
４
０
９
万
円
・
教

育
費
３
２
２
２
万
円
・
災
害

復
旧
費
１
５
７
７
万
円
・
商

工
費
４
５
０
万
円
な
ど
と
な

っ
て
い
ま
す
。

みはらしがいいなったばい（国見ヶ丘）

質
疑　
「
み
や
ざ
き
感
謝
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
事
業
補
助
金

３
０
０
万
円
の
内
容
は
。

答
弁　

平
成
25
年
１
月
13
日

に
開
催
さ
れ
る
「
第
18
回
神

話
の
里
か
ぐ
ら
面
争
奪
小
学

校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
」
に

み
や
ざ
き
か
ら
東
日
本
へ
感

謝
を
届
け
る
市
町
村
支
援
事

業
を
活
用
し
、
東
日
本
大
震

災
で
被
災
さ
れ
た
仙
台
市
内

の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
を
招
待

す
る
。

、

質
疑　

直
売
店
運
営
補
助
費

２
０
０
万
円
の
補
正
内
容
と

今
後
の
方
針
は
。

答
弁　

鬼
八
の
蔵
の
運
営
補

助
金
で
あ
る
。

　
平
成
24
年
度
売
上
が
３
３

０
０
万
円
に
な
り
、
町
中
心

街
に
人
の
流
れ
を
取
り
戻
そ

う
と
努
力
さ
れ
て
お
り
、
今

後
も
前
向
き
な
支
援
を
行
う

　
道
の
駅
と
が
ま
だ
せ
市
場

を
、
地
域
農
業
と
商
店
街
活

性
化
の
原
点
と
考
え
て
い
る 。。
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11
月
15
日
午
後
2
時
30
分

か
ら
本
町
に
お
い
て
、
米
軍

機
オ
ス
プ
レ
イ
の
飛
行
訓
練

に
関
す
る
説
明
が
九
州
防
衛

局
企
画
部
よ
り
あ
り
ま
し
た

　
実
施
時
期
は
明
ら
か
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
九
州
で
は

阿
蘇
を
中
心
と
し
た
大
分
、

福
岡
、
熊
本
、
宮
崎
県
を
飛

行
す
る
イ
エ
ロ
ー
ル
ー
ト
で

計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
米
軍
の
運
用
上
事
項
で
あ

る
た
め
詳
細
に
つ
い
て
は
、

九
州
防
衛
局
で
把
握
し
て
い

ま
せ
ん
が
低
空
飛
行
訓
練
を

　
11
月
1
日
大
分
県
竹
田
市

名み
ょ
う
す子
地
区
に
お
い
て
有
害
獣

対
策
施
設
及
び
し
い
た
け
栽

培
の
視
察
研
修
を
行
い
ま
し

た
。

　
防
護
柵
設
置
事
業
を
活
用

し
、
事
業
費
７
７
０
万
円
、

名
子
地
区
負
担
３
０
０
万
円

で
、
金
属
製
メ
ッ
シ
ュ
柵
は

圃
場
ご
と
に
設
置
し
て
あ
り
、

「
た
ぬ
き
」
や
「
む
じ
な
」

な
ど
も
通
れ
な
い
ほ
ど
の
升

実
施
す
る
際
は
原
則
と
し
て

１
５
０
メ
ー
ト
ル
以
上
の
高

度
で
飛
行
し
、
人
口
密
集
地

は
避
け
る
よ
う
日
米
合
同
委

員
会
で
合
意
し
て
い
ま
す
。

　
外
交
・
防
衛
の
重
要
性
は

認
識
し
て
お
り
、
協
力
す
る

必
要
も
あ
る
と
考
え
て
い
る

が
、
住
民
の
安
全
が
侵
害
さ

れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
徹
底

し
た
安
全
性
の
確
保
を
図
る

よ
う
要
望
し
ま
し
た
。

　
第
三
セ
ク
タ
ー
で
運
営
さ

れ
て
い
た
（
株
）
も
く
み
は
、

平
成
24
年
4
月
23
日
、
民
事

再
生
手
続
き
の
申
し
立
て
を

行
い
、
経
営
継
続
を
断
念
し

ま
し
た
。

　
８
月
24
日
に
は
、
企
業
グ

ル
ー
プ
の
再
編
や
事
業
統
合
、

経
営
不
振
の
企
業
救
済
な
ど

を
専
門
と
す
る
会
社
と
ス
ポ

ン
サ
ー
契
約
を
結
び
ま
し
た

　
そ
の
結
果
、
ツ
ー
バ
イ
フ

ォ
ー
（
２
×
４
）
住
宅
用
パ

ネ
ル
、
ト
ラ
ス
の
製
造
販
売

を
行
っ
て
い
る
熊
本
市
に
本

社
を
置
く
（
株
）
ユ
ニ
ッ
ク

ス
が
「
も
く
み
」
の
管
理
運

営
を
引
き
継
ぐ
予
定
で
す
。

目
状
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
地
元
の
竹
田
建
設

が
取
り
組
ん
で
い
る
竹
田
名

水
農
園
で
の
し
い
た
け
栽
培

施
設
も
視
察
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

〈
改
正
の
内
容
〉

　
事
業
者
は
暴
力
団
の
不
当

要
求
に
よ
る
被
害
を
防
止
す

る
た
め
に
必
要
な
責
任
者
の

選
任
や
、
不
当
要
求
に
対
応

す
る
使
用
人
な
ど
の
対
応
方

法
な
ど
の
措
置
を
講
ず
る
よ

う
努
め
る
。

　
ま
た
、
そ
の
事
業
活
動
を

通
じ
て
暴
力
団
員
に
不
当
な

利
益
を
得
さ
せ
る
こ
と
が
無

い
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

総務産業常任委員会総務産業常任委員会

　
秋
元
地
区
は
町
中
心
部
よ

り
12
㌔
ほ
ど
南
部
に
位
置
し
、

人
口
１
１
４
人
が
住
む
中
山

間
地
域
で
す
。

　
お
り
じ
ん
“
と
は
村
づ
く

り
の
拠
点
・
源
と
い
う
意
味

が
込
め
ら
れ
て
お
り
、
秋
元

地
区
民
の
結
束
力
が
高
ま
り
、

さ
ら
に
活
性
化
す
る
こ
と
を

望
み
ま
す
。

秋元公民館

“おりじん”
公
の
施
設
に
追
加

本
町
か
ら
の
要
望

活性化するぞーっ

JA高千穂地区にも出荷予定 こんならせわねえばい

早めの対策を

２×４のパネル組立て（ユニックス工場）

 米軍機
オスプレイの飛行訓練

最大速度520km/h
行動半径600km/h
搭載量5.7t

。

。

”
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上
野
小
中
学
校
を
９
月
26

日
、
北
部
教
育
事
務
所
と
町

教
育
委
員
会
の
学
校
訪
問
が

あ
り
、
文
教
厚
生
常
任
委
員

会
も
同
行
し
ま
し
た
。

　
学
校
で
は
、
中
学
生
全
員

小
学
生
と
先
生
の
代
表
者
が

校
庭
で
輪
に
な
り
朝
礼
を
毎

日
行
っ
て
お
り
、
一
人
ず
つ

大
き
な
声
で
あ
い
さ
つ
を
し

て
い
ま
す
。

　
あ
い
さ
つ
を
交
わ
す
こ
と

で
、
自
分
自
身
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
高
め
一
日
が
ス
タ

ー
ト
す
る
様
子
を
拝
見
し
、

委
員
一
同
清
々
し
さ
を
感
じ

ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
学
校
経
営
案
に

沿
っ
て
坂
本
校
長
よ
り
概
要

説
明
が
あ
り
、
小
中
併
設
校

の
特
性
を
生
か
し
、
義
務
教

育
９
年
間
を
見
通
し
て
構
想

を
立
て
て
い
ま
す
。

　
学
校
経
営
の
基
本
的
な
考

え
方
は
、
自
分
に
誇
り
を
、

友
に
誇
り
を
、
そ
し
て
学
校

地
域
に
誇
り
を
も
つ
児
童
生

徒
の
育
成
に
力
を
入
れ
て
い

ま
す
。

　
委
員
会
は
、
11
月
30
日
、

黒
木
教
育
長
と
教
育
委
員
の

方
全
員
で
教
育
行
政
に
つ
い

て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た

●
児
童
・
生
徒
は
、
日
本
の

将
来
を
担
う
こ
ど
も
た
ち
で

あ
り
、
社
会
に
対
応
で
き
る

心
身
と
も
に
力
強
い
こ
ど
も

に
育
て
る
。

●
学
校
配
置
・
統
合
に
つ
い

て
は
、
将
来
を
見
据
え
た
計

画
を
立
て
、
行
政
・
議
会
・

町
民
に
も
共
通
認
識
の
基
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

　
今
後
も
定
期
的
に
意
見
交

換
を
行
い
、
教
育
行
政
に
対

し
て
理
解
を
深
め
て
行
き
ま

す
。

文教厚生常任委員会文教厚生常任委員会

　
町
内
の
福
祉
作
業
所
３
施

設
の
実
態
調
査
を
11
月
15
日

に
実
施
し
ま
し
た
。

　
室
内
作
業
班
は
、
チ
ー
ズ

饅
頭
作
り
と
、
五
ヶ
瀬
物
産

Ｊ
Ａ
か
ら
の
委
託
で
椎
茸
・

唐
辛
子
・
ネ
ギ
・
ピ
ー
マ
ン

な
ど
農
産
物
の
選
別
作
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
屋
外
作
業
班
は
、

運
動
公
園
の
清
掃
作
業
と
、

農
家
の
米
か
け
、
椎
茸
の
コ

マ
打
ち
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
あ
ま
て
ら
す
で
は
、
平
成

22
年
５
月
に
ケ
ア
ホ
ー
ム
「

つ
よ
し
荘
」
を
三
田
井
神
殿

に
開
設
し
、
入
居
者
は
９
人

で
、
障
害
者
の
支
援
を
し
て

い
ま
す
。

「
事
業
所
か
ら
の
要
望
」

　
利
用
者
の
賃
金
単
価
は
、

県
の
平
均
に
達
し
て
い
な
い

た
め
指
導
を
受
け
て
い
る
。

　
町
内
に
は
仕
事
が
少
な
い

の
で
行
政
・
企
業
・
地
域
の

方
々
に
協
力
を
い
た
だ
き
た

い
。

　
作
業
内
容
は
、
ま
が
玉
・

神
楽
面
土
鈴
・
フ
ク
ロ
ウ
ス

ト
ラ
ッ
プ
・
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
・

マ
ス
コ
ッ
ト
を
作
っ
て
い
ま

す
。

　
売
店
「
華
幸
望
」
で
は
、

作
業
所
で
の
作
品
全
部
と
蒸

し
パ
ン
・
楽
願
・
そ
ば
入
り

神
楽
太
鼓
菓
子
を
販
売
し
て

い
ま
す
。

「
事
業
所
か
ら
の
要
望
」

　
将
来
的
に
は
、
職
員
体
制

が
整
え
ば
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
が
必
要
だ
と
思
っ
て
い
る

　
高
千
穂
町
も
障
害
福
祉
に

対
し
て
も
う
少
し
支
援
を
強

心
理
的
管
理
の
も
と
で
、
身

体
に
応
じ
た
健
康
で
明
る
い

生
き
が
い
の
あ
る
社
会
生
活

が
で
き
る
よ
う
に
支
援
し
て

い
ま
す
。

「
事
業
所
か
ら
の
要
望
」

　
重
度
の
障
害
者
が
生
活
し

て
い
く
た
め
に
は
、
ケ
ア
ホ

ー
ム
が
必
要
で
あ
る
。

　
ま
た
、
24
時
間
体
制
の
ヘ

ル
パ
ー
支
援
・
行
動
や
移
動

支
援
が
な
い
と
地
域
で
暮
ら

す
こ
と
は
厳
し
い
の
で
、
関

係
機
関
が
連
携
し
て
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
体
制
を
整
え
て

い
た
だ
き
た
い
。

　
委
員
会
で
は
、
町
内
福
祉

介
護
施
設
の
調
査
を
踏
ま
え

て
、
町
に
次
の
事
項
を
強
く

要
望
し
ま
し
た
。

①
介
護
予
防
の
サ
テ
ラ
イ
ト

事
業
は
、
高
齢
者
が
生
き
が

い
を
見
つ
け
、
元
気
に
生
活

が
で
き
る
支
援
事
業
で
あ
る

の
で
、
車
で
の
送
迎
対
策
を

講
じ
る
こ
と
。

②
町
内
で
要
支
援
・
要
介
護

を
抱
え
て
い
る
家
族
か
ら
一

時
的
に
預
か
る
施
設
や
介
護

施
設
・
障
害
者
施
設
建
設
の

要
望
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　
将
来
を
見
据
え
た
介
護
施

設
に
対
し
て
、
補
助
金
な
ど

の
確
保
を
行
う
と
と
も
に
、

高
千
穂
町
企
業
立
地
雇
用
促

進
条
例
の
改
正
を
行
い
町
独

自
で
支
援
す
る
こ
と
。

③
福
祉
分
野
で
、
行
政
の
役

割
を
確
立
し
、
業
務
の
利
便

性
と
住
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
を

目
指
す
た
め
に
、
社
会
福
祉

士
の
専
門
職
を
増
員
し
、
適

正
に
配
置
す
る
こ
と
。

　
福
祉
制
度
確
保
の
た
め
、

研
修
な
ど
、
積
極
的
に
参
加

す
る
こ
と
。

④
現
在
、
福
祉
保
険
課
が
行

っ
て
い
る
業
務
と
、「
げ
ん

き
荘
」
が
行
っ
て
い
る
業
務

を
再
度
検
証
し
、
本
町
に
あ

る
施
設
を
最
大
限
活
用
し
て
、

住
民
に
利
用
し
や
す
い
窓
口

の
一
本
化
を
行
い
、
業
務
機

能
体
制
の
構
築
を
早
急
に
図

る
こ
と
。

⑤
高
齢
者
・
障
害
者
・
児
童

が
こ
の
地
域
で
安
心
し
て
暮

ら
す
た
め
、
担
当
課
は
事
業

状
況
を
検
証
し
、
今
で
き
る

対
策
や
将
来
を
見
据
え
た
早

め
の
取
り
組
み
と
政
策
を
講

じ
る
こ
と
。

ふれあい作業所あまてらす

化
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
平
成
６
年
に
、
保
育
園
に

通
う
障
害
児
の
親
で
「
一
歩

会
」
と
い
う
親
の
会
を
立
ち

上
げ
、
障
害
判
定
３
以
上
の

方
が
該
当
す
る
施
設
と
し
て

現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　
利
用
者
に
対
し
て
医
学
的

・

・

。

勉強がんばっちょるばい（上野小中学校）

教育委員との意見交換

・

。

・
教
育
推
進
の
実
践
事
項

①
学
び
づ
く
り
・
確
か
な
学

力
。

②
心
づ
く
り
・
豊
か
な
心
。

③
体
づ
く
り
・
健
や
か
な
心

④
信
頼
さ
れ
る
学
校
づ
く
り

地
域
と
一
体
と
な
っ
た
教
育

で
す
。

　質
疑
応
答

問
　
小
学
生
と
中
学
生
が
同

じ
校
舎
で
時
間
と
空
間
を
共

有
し
始
め
て
５
年
に
な
る
が
、

具
体
的
な
成
果
は
。

答
　
小
学
生
に
と
っ
て
は
、

中
学
生
が
身
近
な
目
標
に
な

り
、
中
学
校
入
学
時
の
不
安

解
消
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す

　
中
学
生
に
と
っ
て
は
、
思

い
や
り
の
心
、
指
導
力
の
育

成
と
い
っ
た
点
が
本
校
で
育

っ
て
い
る
と
思
う
し
、
地
域

か
ら
も
評
価
を
受
け
て
い
ま

す
。

　
そ
の
後
、
授
業
参
観
や
各

施
設
を
見
学
し
て
調
査
を
終

了
し
ま
し
た
が
、
委
員
会
で

は
、
次
の
閉
会
中
に
他
の
小

中
学
校
も
調
査
し
ま
す
。

・ 。。

ふ
れ
あ
い
作
業
所

あ
ま
て
ら
す

（
岩
戸
：
利
用
者
18
人
）

高
千
穂
焼
作
業
所

（
岩
戸
：
利
用
者
18
人
）

生
活
介
護
事
業
所
・
一
歩

（
下
野
：
利
用
者
12
人
）



一

般

質

問

一

般

質

問

89

　

多
く
の
委
託
事
業

が
行
わ
れ
て
い
る
が
、

も
う
少
し
中
間
検
査
や
完
成

検
査
を
強
化
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

　
本
町
で
も
様
々
な

分
野
で
実
施
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
状
況
と
な
っ

て
い
る
。

　
業
務
日
誌
、
点
検
報
告
書

な
ど
の
提
出
を
義
務
づ
け
、

厳
し
く
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
る

が
、
今
後
も
し
っ
か
り
指
導

し
て
い
く
。

協
同
資
本
化
、
集
団
的
経
営

化
を
し
な
け
れ
ば
町
外
資
本

に
対
抗
で
き
な
い
現
状
に
あ

る
。

　

中
期
的
に
も
地
域
再
生
と

活
性
化
を
考
え
、
今
後
の
町

内
産
業
維
持
に
は
、
花
嫁
対

策
と
地
域
リ
ー
ダ
ー
育
成
の

拡
大
が
必
要
と
思
う
が
、
そ

の
考
え
は
あ
る
か
。

　
農
林
振
興
課
所
管

の
猿
田
彦
会
37
人
に

協
力
を
い
た
だ
き
、昨
年
「
高

千
穂
恋
旅
」
を
開
催
し
た
が
、

成
婚
事
例
が
な
い
の
が
現
状

で
あ
る
。

　
今
後
は
、
Ｊ
Ａ
高
千
穂
や

商
工
会
と
連
携
し
な
が
ら
、

メ
デ
ィ
ア
活
用
を
推
進
し
効

果
的
に
取
り
組
む
。

　
農
業
の
地
域
リ
ー
ダ
ー
育

成
に
は
、
中
山
間
地
域
直
接

支
払
制
度
や
農
業
者
戸
別
所

得
補
償
制
度
の
導
入
に
よ
り
、

農
地
の
維
持
管
理
や
所
得
向

上
に
努
め
、
商
工
業
に
は
、

商
工
青
年
部
に
「
明
る
い
町

づ
く
り
事
業
」
で
活
動
費
補

助
を
行
い
、
商
店
街
に
小
旗

を
作
成
、
設
置
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

　
今
後
も
、
６
次
産
業
化
を

目
標
に
、
農
業
と
商
工
業
で

交
流
を
行
い
、
関
係
機
関
と

の
連
携
を
強
化
す
る
。

花
嫁
対
策
と
リ
ー
ダ
ー
育
成
の
拡
大
を

「
弁
当
の
日
」
定
着
を

家
屋
全
棟
調
査
の
意
義
は

関
係
機
関
と
連
携
を
強
化 家

庭
と
の
連
携
が
不
可
欠

税
の
公
平
性
が
目
的

町 

長

教
育
長

町 

長

馬原英治議員

工藤博志議員

飯干清喜議員

　

食
や
命
の
大
切
さ

を
学
校
、
家
庭
を
通

じ
て
身
に
つ
け
、
親
子
と
家

族
の
絆
を
深
め
よ
う
と
取
り

入
れ
ら
れ
た
「
弁
当
の
日
」

の
定
着
状
況
は
。

　
学
校
だ
け
で
な
く

家
庭
と
の
連
携
が
不

可
欠
で
あ
り
、
各
小
中
学
校

に
お
い
て
「
食
育
」
の
充
実

を
図
る
と
と
も
に
、
家
庭
へ

の
「
弁
当
の
日
」
の
成
果
や

食
に
関
す
る
情
報
発
信
を
積

極
的
に
行
う
こ
と
で
、
定
着

に
結
び
つ
け
て
い
く
。

　

世
の
中
厳
し
い
折
、

増
税
が
許
さ
れ
る
時

期
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、

減
税
が
期
待
で
き
る
の
か
。

　
今
回
の
調
査
は
増

税
や
減
税
の
観
点
か

ら
で
は
な
く
、
税
の
公
平
性

を
目
的
と
し
て
実
施
し
て
い

る
。

　
未
評
価
の
分
は
25
年
度
か

ら
課
税
対
象
と
な
る
。

　

住
民
の
多
く
は
や

む
を
え
ず
こ
の
調
査

を
容
認
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
家
屋
の
す
べ
て

を
見
ら
れ
な
い
場
合
も
あ
る

よ
う
だ
が
、
こ
れ
で
公
平
と

い
え
る
の
か
。

　
そ
の
よ
う
な
こ
と

が
な
い
よ
う
お
願
い

し
て
い
る
。

　

こ
の
調
査
費
は
、

緊
急
雇
用
促
進
事
業

補
助
金
で
の
事
業
で
あ
る
が
、

都
城
市
の
業
者
に
委
託
さ
れ

て
い
る
。

　

安
心
・
安
全
と
危

機
管
理
が
大
変
重
要

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
委
託
契

約
で
経
験
者
や
継
続
雇
用
が

優
先
さ
れ
て
い
る
が
、
有
資

格
者
で
、
働
く
場
の
な
い
地

元
優
先
の
雇
用
の
考
え
は
な

い
か
。

　
調
理
員
と
し
て
の

資
格
は
も
ち
ろ
ん
、

学
校
給
食
の
意
義
を
理
解
し
、

安
全
で
美
味
し
い
給
食
を
提

供
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
そ
の
た
め
研
修
を
毎
年
夏

季
休
暇
中
に
実
施
し
、
質
の

向
上
に
努
め
て
お
り
、
優
秀

な
調
理
員
が
勤
務
し
て
い
る

状
況
で
特
に
問
題
は
な
く
、

継
続
雇
用
を
原
則
と
し
て
考

え
て
い
る
。

　

町
民
に
な
じ
み
の

少
な
い
町
歌
を
、
親

し
み
の
あ
る
歌
と
し
て
普
及
、

推
進
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　
各
小
中
学
校
に
Ｃ

Ｄ
を
配
布
し
て
、
始

業
前
、
給
食
中
、
下
校
時
な

ど
に
Ｂ
Ｇ
Ｍ
的
に
流
し
て
お

り
、
各
種
行
事
に
お
い
て
も

演
奏
し
て
い
る
現
在
の
取
り

組
み
で
良
い
の
で
は
と
思
う
。

　

こ
れ
で
町
内
の
雇
用
に
貢

献
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
の

か
。

　
町
内
の
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
を
通
じ
て
業
者

募
集
を
し
た
と
こ
ろ
、
町
内

に
は
専
門
業
者
が
い
な
く
、

や
む
を
得
な
い
委
託
で
あ
っ

た
。

　

一
般
質
問
は
議
員
の
日
常

活
動
や
考
え
方
に
基
づ
き
、

町
長
も
し
く
は
教
育
委
員
長

に
対
す
る
質
問
の
要
旨
を
ま

と
め
、
指
定
日
ま
で
に
議
長

に
通
告
し
ま
す
。

　

１
人
の
制
限
時
間
は
60
分

一
問
一
答
方
式
で
町
長
等
の

基
本
方
針
を
た
だ
す
も
の
で

町
政
全
般
に
つ
い
て
自
由
な

質
問
が
許
さ
れ
た
議
員
の
権

利
で
す
。

　

本
町
の
平
成
24
年
定
例
議

会
の
平
均
質
問
者
数
は
５
人

で
、
県
内
の
町
村
議
会
の
中

で
は
一
般
質
問
が
多
く
、
活

発
な
議
論
を
し
て
い
ま
す
。

　

議
会
だ
よ
り
は
、
紙
面
が

限
ら
れ
て
い
る
の
で
原
稿
は

１
人
６
０
０
字
以
内
に
制
限

し
て
い
ま
す
。

　

町
民
の
み
な
さ
ん
の
傍
聴

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

本
町
は
人
口
減
少

と
高
齢
化
が
進
行
し
、

農
業
と
商
工
業
の
生
産
量
や

販
売
金
額
が
減
少
傾
向
に
あ

る
。

　

こ
れ
か
ら
の
中
山
間
地
で

の
農
業
経
営
は
、
地
域
集
団

化
、
協
同
作
業
化
が
急
務
で

あ
り
、
商
工
業
に
お
い
て
も

問

問

問

問

問

問

問

問 教育長

教育長

教育長

町長

町長

町長

町長

町長

皆、公平にせにゃのう

小学生の力作ばい（明るい町づくり事業）

たのしくて、おいしい !!

一　般　質　問一　般　質　問

学
校
給
食
の
調
理
員
の

雇
用
は

町
歌
の
推
進
を

継
続
雇
用
を
原
則

教育長

各
種
行
事
に
お
い
て

演
奏

教育長

委
託
事
業
の
チ
ェ
ッ
ク

体
制
は

厳
し
く
チ
ェ
ッ
ク
す
る

町長
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町
民
の
皆
様
に
は
、
す
が
す

が
し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と

と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
の
政
権
交
代
で
、
中
山

間
地
の
高
千
穂
町
が
少
し
で
も

活
性
化
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。

　

議
会
報
も
平
成
６
年
の
創
刊

以
来
、
20
年
を
経
過
し
ま
し
た
。

　

町
民
と
議
会
を
つ
な
ぐ
唯
一

の
広
報
誌
と
し
て
、
本
年
も
編

集
委
員
一
同
、
心
新
た
に
読
み

や
す
い
議
会
報
を
目
指
し
て
誌

面
の
充
実
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

厳
寒
の
折
、
町
民
の
皆
様
に

は
健
康
に
充
分
注
意
さ
れ
、
ご

自
愛
の
ほ
ど
を
申
し
上
げ
ま
す
。

（
Ｅ
・
Ｍ
）

発
行
責
任
者

　

議　

長　

富　

髙　

健
一
郎

議
会
報
編
集
委
員
会

　

委
員
長　

奈　

須　

克　

喜

　

副
委
員
長　

佐　

藤　

久　

生

　

委　

員　

富　

髙　

友　

子

　

委　

員　

戸　

髙　

清　

次

　

委　

員　

坂　

本　

弘　

明

　

委　

員　

馬　

原　

英　

治

現在のかみの家で
４代目雄二郎さんと３代目哲章さん

昭和26年かみの家前で
祖母小梅さんと３代目哲章さん

昭和40年　かみの家（３階建）

　
旅
館
「
上
野
屋
」
は
昭
和

５
年
に
三
田
井
南
町
（
現
在

地
）
で
創
業
さ
れ
ま
し
た
。

　
初
代
の
佐
藤
辰
寛
さ
ん
は

旧
上
野
村
の
黒
口
松
の
下
出

身
で
、
大
工
の
棟
梁
だ
っ
た

そ
う
で
す
。

　
腕
が
良
く
、
建
物
に
限
ら

ず
、
木
橋
も
造
っ
て
い
ま
し

た
。

　
写
真
で
し
か
面
影
は
わ
か

り
ま
せ
ん
が
、
明
治
生
ま
れ

の
頑
固
爺
さ
ん
だ
っ
た
よ
う

で
す
。

　
岩
戸
笹
の
戸
出
身
の
妻
、

小
梅
さ
ん
は
愛
想
が
良
く
、

し
っ
か
り
者
で
、
旅
館
の
女

将
と
し
て
理
想
的
な
人
で
、

当
時
は
、
商
人
宿
と
し
て
繁

盛
し
て
い
ま
し
た
。

　
二
人
に
は
子
ど
も
が
授
か

ら
ず
、
小
梅
さ
ん
の
姪
に
あ

た
る
笹
の
戸
の
工
藤
富
さ
ん

を
養
女
縁
組
み
し
、
戦
前
縁

あ
っ
て
緒
嶋
正
松
さ
ん
と
結

ば
れ
ま
し
た
。

　
旅
館
が
活
況
を
呈
し
て
き

た
昭
和
37
年
頃
は
秘
境
ブ
ー

ム
で
、
高
千
穂
峡
に
は
大
勢

の
観
光
客
が
訪
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　
菊
田
一
夫
脚
本
の
映
画

忘
却
の
花
び
ら
」
の
ロ
ケ
が

行
わ
れ
、
こ
の
頃
か
ら
大
型

観
光
バ
ス
の
宿
泊
客
が
団
体

化
し
、
旅
館
も
増
築
し
て
対

応
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

　
今
の
屋
号
に
な
っ
た
の
は

昭
和
40
年
頃
、
神
話
の
里
ら

し
く
、
二
代
目
正
松
さ
ん
が

「
か
み
の
家
」
と
し
て
命
名

さ
れ
ま
し
た
。

　
三
代
目
哲た

か
あ
き章
さ
ん
の
代
に

な
っ
て
「
民
芸
旅
館
か
み
の

家
」
と
改
名
し
、
高
千
穂
ら

し
い
和
風
の
宿
づ
く
り
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

　
一
昨
年
か
ら
三
男
の
雄
二

郎
さ
ん
が
帰
郷
し
、
四
代
目

と
し
て
旅
館
の
経
営
に
携
わ

っ
て
お
ら
れ
、
父
の
哲
章
さ

ん
は
と
て
も
感
謝
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
雄
二
郎
さ
ん
は
、
自
分
の

代
で
百
年
目
を
迎
え
る
に
あ

た
り
、
次
の
代
に
バ
ト
ン
タ

ッ
チ
で
き
る
よ
う
に
目
の
前

の
こ
と
を
一
生
懸
命
に
や
り

抜
き
た
い
と
話
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

　
こ
の
た
び
の
火
災
被
害
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
記
事
掲
載

に
つ
い
て
快
く
ご
了
承
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
ご
協
力
に
感
謝
し
、
心
か

ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す

「
。

。

お
見
舞
い


